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提案議題

マイ・タイムラインの効果について（山北町）

・マイ・タイムラインの作成啓発に努めているが、
効果が感じられない。

・マイ・タイムラインの啓発により効果があった
(災害時に機能した) 事例について、良い事例
があれば紹介いただきたい。

議題

山北高校での防災教育の状況わが家の「マイ・タイムライン」 1
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提案議題
事務局(県)からの事例紹介紹介

大きな災害の経験がなく、①の浸透が難しい場合、
まず②を重点に置くことも考えられる。

●マイ・タイムライン普及啓発活動の目的

①実際の災害で「自発的な避難行動」につながる。

②日頃の防災への備えを考える「きっかけ」になる。

きっかけを作る防災講座としての参考事例
➀マイ・タイムラインリーダー認定者の活動記録
②マイ・タイムラインリーダー向け逃げキッド活用ガイド
③マイ・タイムライン取組事例集

※①②＝国土交通省下館河川事務所、③＝神奈川県（県内市町村の事例集）
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提案議題
事務局(県)からの事例紹介紹介

マイ・タイムライン マイスターの方の活動記録
（国土交通省下館河川事務所ホームページ）

②マイ・タイムラインリーダー向け逃げキッド活用ガイド(同上)
→説明する上で活用できる知識や、災害発生状況とリンクする動画等を紹介

マイ・タイムラインリーダー向け逃げキッド活用ガイド
（国土交通省下館河川事務所ホームページ）

動画URL

①マイ・タイムラインリーダー認定者の活動記録(国交省下館河川事務所)
→啓発活動を多く経験した方（マイスター）の工夫点が掲載

③マイ・タイムライン取組事例集(神奈川県)
→県内市町村が実施した防災講座等の内容や工夫点、効果等を取りまとめ

※本事例集は、協議会資料の参考資料として添付しております。 3
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提案議題

構成員の皆さまから、本議題関連で共有いた
だける、以下のような事項がございましたら、
積極的にご発言をお願いします。

・マイ・タイムライン作成啓発事例
→参加者から好評であった啓発方法
→参加者からの意見を踏まえ改善したこと
→啓発に関する新しい取組事例(スマホアプリとの連携など)

・被災を受けて見直した事項
→マイ・タイムラインに記載されている「避難情報」の
発表基準見直し

・その他、マイ・タイムラインの普及啓発
関連で取り組んでいる内容

共有
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